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4会長挨拶〕

｢さいた議市子ども.…
ゆ め

青少年希望基金の創設」

さいたま市では今年4月 新たに子ども

や青少年のための基金を創設しました。市

誰禰駕蕊篭繍璽患
さいたち串命灸阜吟又える

羅鶏感璽
会参画活動など 子 ・ 鴬蕊蕊課鰐

e軍遭毘騨鐸宙麺固持q瓦■

ク
可 〔

鯏
甲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
！

青
少
年
育
成
さ
い
た
ま
市
民
会
議

会
長

で
若
い
世
代
の
活
躍
が
話
題
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で

の
競
技
（
水
泳
、
陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

柔
道
、
レ
ス
リ
ン
グ
等
）
で
も
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
の
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
、
ア
ー
バ
ン
ス
ボ
ー
ッ
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
大
切

で
す
。
ま
ず
は
体
験
エ
リ
ア
等
に
お
い
て
‘
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
正
し
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
各
地
域
で
は
夏
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
青

少
年
の
参
加
に
よ
る
地
域
の
再
発
見
は
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

「
未
見
の
我
を
発
見
せ
よ
」
Ｉ
勉
強
だ
け
で
は
な
い
、
新
し

く
芽
生
え
る
か
も
ｌ

そ
し
て
「
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
！
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か

を
指
導
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

一℃

f~~t)

罠
会
議
会
長
久
世

晴
雅

パ
リ
で
百
年
ぶ
り
の
五
輪
が
開

催
さ
れ
、
日
本
人
選
手
の
活
躍
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
特
に
、

昨
今
さ
い
た
ま
市
で
も
取
り
組
み

始
め
て
い
る
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
新

競
技
の
ブ
レ
イ
キ
ン
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

時
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
）

ども．青少年の健全

育成に関する取組に

活用されます。

／許！、一燕一
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灘
さいたま市子ども・青少年
ゆ め

希望基金の詳細はこちらか

ら→

〃、





銅
圃
函
唱
固
令
和
六
年
七
月
十
一
日
（
木
）

公
園
ロ
■
題
幽
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

皐
關
】
■
雨
幽

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
参
事

兼
さ
い
た
ま
市
立
教
育
研
究
所
長

津
田

顕
吾
氏

鰯
■
圏

「
さ
い
た
ま
市
の
教
育
と

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
」

今
年
度
は
、
中
学
校
長
↓
総
合
教
育

相
談
室
室
長
↓
教
育
研
究
所
長
と
歴
任

さ
れ
た
、
津
田
顕
吾
様
に
講
演
を
依
頼

し
ま
し
た
。

津
田
様
は
、
中
学
校
長
や
総
合
教
育

相
談
室
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
．

子
ど
も
を
守
り
、
は
ぐ
く
む
」
「
二

ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
」
「
三

こ
れ
か
ら

の
学
び
」
の
３
つ
の
柱
で
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
つ
目
の
柱
で
は
、
昨
今
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
や
子
ど
も
た
ち

の
様
子
、
市
教
育
委
員
会
の
施
策
、
地

域
と
学
校
、
行
政
の
連
携
協
力
の
重
要

性
等
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
つ
目
の
柱
で
は
、
最
近
話
題
に
な

っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、

さ
い
た
ま
市
の
条
例
に
お
け
る
定
義
、

令
和
三
年
度
、
四
年
度
に
行
っ
た
調
査

か
ら
見
え
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

や
具
体
的
な
支
援
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

三
つ
目
の
柱
で
は
、
学
校
で
進
ん
で

い
る
一
人
一
台
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境

を
活
用
し
た
学
び
の
姿
に
つ
い
て
ご
説

明
頂
き
ま
し
た
。

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
参
加
者

青
一
少
一
年
一
健
一
全
一
宣
成
一
研
一
鯵
一
会

全

一
七
四
名
の
う
ち
六
十
名
か
ら
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
代
表

的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

最
近
の
学
校
の
様
子
を
大
ま
か
に
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
ど
ん
な
変
化
の
中
に
あ
る
か
、
ま
た

先
生
た
ち
も
ど
ん
な
変
化
に
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
新
し
い
時

代
の
す
ば
ら
し
さ
と
、
ま
た
、
危
険
な

部
分
な
ど
も
っ
と
知
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
又
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
ま

し
た
。

（
地
区
会
か
ら
の
参
加
者
）

子
ど
も
を
守
り
、
は
ぐ
く
む
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
や
社
会
を
よ
く
す

る
た
め
に
、
何
か
し
て
み
た
い
と
思
う

と
い
う
問
い
に
「
し
て
み
た
い
」
を
回

答
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
沢
山
い
る

と
い
う
こ
と
に
未
来
に
希
望
を
持
つ
子

が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
，
各
家

庭
が
子
ど
も
た
ち
に
地
域
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
傭
し
く
思
い
ま
し
た
。
私

は
ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
本
日
参
加
し
て
お

り
、
日
頃
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
人

は
支
え
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
大
人
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
？
支
え
あ
っ
て
い
る
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
本
日
の
お
話
し
を
き
か
せ
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
参
加
者
）

、i徳これからの行事予定

11月
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各区で実施 活動方針・重点目標
一伸びよう 伸ばそう 青少年一

m青少年の社会参加活動の推進を図る。

図青少年健全育成のための環境浄化活動の推進を図る。

回青少年健全育成．いじめ撲滅について市民啓発活動の

推進を図る･

画各地区独自の事業を充実させる。

青少年健全育成非行防止キャンペーン

一
区

一切心
一
見

一
区
一
宮

一
大

馳
堰

０
－
ｊ

一
幻
日
■
ロ
エ
■

月
一
区

旭
一
西 十日市青少年育成巡回活動

12月12B"

桜区･浦和区･南区･緑区
十二日まち青少年育成巡回活動

12月15日旧）

さいたま市産業文化センター
令和6年度「青少年の主張大会」

年末巡回活動12月下旬

2月22日出

さいたま市産業文化センター 俗●一合同国‘葺旨1岬画闇o同青少年育成推進大会 国詩’＄ ”

1

ｈ
Ｊﾛ6年度 青少年育成さいたま市民

室
戸

会議 組織一覧令ボ ま目 (敬称略）

関係諸機関・団体等地 区 会（地区会長名）
指 扇●(江口三郎） 馬 宮（木下國臣） 植 水 （相川和子）
内 野 （小嶋順子）

□さいたま市立小学校校長会 （中村 篤）
□さいたま市中学校長会（宮内和典）
●さいたま市PTA協議会（都島典幸）
さいたま市よい本を読む運動推進員会
さいたま市民生委員児童委員協議会
さいたま市自治会連合会
（公社)埼玉中央青年会議所
さいたま市老人クラブ連合会
国際ロータリー2770地区第1グループ
国際ロータリー2770地区第2グループ
国際ロータリー2770地区第3グループ
国際ロータリー2770地区第4グループ
ライオンズクラブ国際協会330-C地区
浦和警察署少年非行防止ボランティア連絡会
浦和東警察署少年非行防止ボランティア連絡会
浦和西警察署少年非行防止ボランティア連絡会

●大宮警察署少年非行防止ボランティア連絡会（鈴木健司）
大宮東警察署少年非行防止ボランティア連絡会
大宮西警察署少年非行防止ボランティア連絡会
岩槻警察署少年非行防止ボランティア連絡会
さいたま浦和地区保護司会
さいたま大宮地区保護司会
さいたま岩槻地区保護司会
さいたま浦和地区更生保護女性会
さいたま大宮地区更生保護女性会
さいたま中央地区更生保護女性会
岩槻蓮田地区更生保護女性会
○さいたま市ボーイスカウト協議会（井上久雄）
さいたま市ガールスカウト連絡協議会
さいたま市子ども会育成連絡協議会

西 区 4

竹●(握名るみ子） 宮 原（宮島和宣） 大砂土（鈴木健司）
進（森田敏男）

植
日

北 区 4

大宮南●(橋本正晴）
氷 川 （波多野裕）
大 成 （小野安史）

部。(久世暗雅）
木 （西山幸代）

大宮東
三 橋

(佐伯加寿美）
(新藤信夫）

中
桜

大宮区 7

(鵜沢 勇） 春 岡 （田中秋弘） 七 里●(鶴谷千法）
(山崎聡亮）

大砂土東
片 柳見沼区 4

(吉野喜八） 与野南（町田守正）八王子中学枝●(寺井正直）
(井上久雄）

与野西
与野東中央区 4

大久保●(土橋勇司）
田 島 （深井利恵）

土
新

合
開 (向井義博）

(大貫 充）

栄
中

和
島 (田澤 崇）

(田辺雄一）桜 区 6

北浦和（小宮秀昭）
本太小（田中喜代美）
常 盤●(志水 正）
岸町小 （篠崎繁雄）

針ケ谷小

浦和高砂
上木崎
大 東

(宮岡大輔）

(青山恭之）
(渋谷和男）
(山崎徳平）

仲 本

仲町小
木 崎

(芹澤妙子）

(城嶋文雄）
(金子 厩）浦和区 11

谷 田

西浦和
辻

文 蔵

(柴田菊子）
(江添信城）
(池田雅俊）
(瀧澤昭治）

南浦和 （奥田 堯）
別所小 （小池誠一）
沼影小（西井正憲）
諏大則､●(萩原章弘）

大谷場小
大谷喝東
大谷口
善 前

(小田 聖）
(会田耕吉）
(野口保仁）
(本橋 修）

南 区 12

(中島文男）

(林 伸一）

(今井正樹）
(増田弘明）

室
田
園

三
野
美

尾間木
大 門

原 山 （田口邦雄）
猶祖士○(石川義久）緑 区 7

柏 崎 （田中泰之）
川 通（宮崎年正）
東岩槻●(平田あっし）

槻
和
合

岩
新
河

(田口正信）
(大塚邦弘）
(杉山和男）

和 土
慈恩寺

(佐藤行雄）
(新井森夫）岩槻区 8

○区内における地区会の連絡協調を目的として、各区塗終会が設置されています｡（代表者は各区常任理事）
○専門事項の調査，立案・審誰・執行のため、各委員会が設置されています。（括弧内は委員長名）
運営委員会（池田雅俊） 補導委員会（利根川善次） 広報委員会（宮島和宣）

●会長 ○副会長 ●常任理事 口監事
令和6年8月1日現在


